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所変われば品変わる
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So many countries, so many customs

 

マスクをする習慣がなかったアメリカの人達
も、コロナ感染拡大でマスクをつけ始めて
います。世界中からやって来た人達が住んで
いるニューヨーク郊外の住宅地では、早くから
対策が取られ、お店に入る時もマスク着用が
義務づけられています。日本ではマスクと言え
ば白が圧倒的に多いのですが、アメリカでは、
白は医療従事者のイメージがあり、使い捨て
の物を除いてつける人は少ないようです。黒は
ベイシックの色として受け入れられていますが、
「正式」と言う印象もあり、レストランやホテル、
飛行機の客室乗務員など、お客さんに応対
する仕事でよく使われています。菅首相が白
いマスク、バイデン新大統領が黒いマスクを
つけているのが象徴的です。自分の好みに合
わせて、デニムや可愛いプリント柄のマスクも
多く、結構カラフルとか。注意深く観察すると、
その人がどのような文化的背景を持ち、どこ
から来たのか傾向が分かるそうです。所変わ
れば品変わる、ということでしょうか。

の主要科目と同様にできるだけ早い年代に
始めるべきとの結論に達しました。そしてこの
夏から小学生・中学生を対象に、オンライン
の国際教育・交流とリーダーシップトレーニ
ングをスタートいたしました。共通語として
の英語を磨き、世界に視点を持ち、自分の考
えをきちんと伝える力を養うことをめざして
います。海の向こうの人々とのコミュニケー
ションを取ることの楽しさと、未知の世界の
扉が開いて行く喜びを味わいながら、明るい
未来を築くリーダーへのステップになること
を願っております。

特定非営利活動法人ユートレック
理事長　宮崎哲人

今コロナ禍にいる私達は、
100年に一度の経験をし
ています。ライフスタイル
が変わり、新しい価値観
が創造されると言われて
います。ここで重要なことは、みなさんは島国
日本に閉じこもるのではなく、より一層海外
に目を向けて、自分達が知らない世界のこと、
人々の考え方を学んでほしいと思います。
もちろん今は国境を越えて自由な移動は
出来ませんが、人間の英知によってインター
ネットが発達して、世界中の人達とつながる
ことが出来るようになりました。

私達は30年以上、青少年の国際交流を進め
ると同時に、地球規模で物事を考えることが
出来る未来のリーダーを育てるためのリー
ダーシップトレーニングを、主に高校生、大
学生を対象に行ってまいりました。しかしこれ
までの経験から、これらの国際教育は、学校

ユートレックでは年間を通して、さまざまなプログラムを行っています。
詳しい資料をご希望の方は、メールまたはお電話でお問い合わせ
ください。ホームページからも資料請求ができます。

アメリカ・カナダ高校留学
参加者募集中

春や夏のホームステイを体験した人たちが、
国際人をめざして、さらにステップアップでき
る1年間の高校留学プログラムです。優しい
ホストファミリーのもとで現地の高校に通い、
勉強やスポーツを通して、充実した高校生活
を送ります。語学力の向上のみならず、将来の
選択肢が格段に広がる効果が期待できます。
アメリカ国務省からは、交換留学査証（J-1
ビザ）が発給されると共に、公的機関から厳
しい運営基準を満たす優良高校留学制度と
して認められています。カナダでは各教育員
会を通して留学許可証が発行されます。卒
業を視野に複数年の留学が可能です。
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ワシントン州のキャンプにて

お揃いのマスクを付けた店員さん、
ニューヨーク郊外で
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ユートレックでは、18歳以上、All 
generation（全ての年代）の方々の
ために、様々な海外プログラムで
お手伝いをしています。例えば、大学
での語学留学（３ヶ月以上）なら、ワ
シントン州ベルビュー市のカレッジは、
素晴らしい環境と内容です。付近に
マイクロソフト、スターバックス・
コーヒー、アマゾンなど世界をリード
するビジネスが育ち、新しい文化の
発信地として、注目されています。
みなさんの夢を実現するために応
援いたします。

海外のこと
何でもご相談ください

ユートレックでは、地球規模で物事を考える未来の
リーダーを育てるために、中学2年生以上を対象と
したリーダーズトレーニングを東京と中部で行って
います。日本のリーダーシップが盛んに問われる今、
学校教育を越えた世の中に関する学習が重要です。
このプログラムでは地球の自然環境や日本または世界
が直面する問題についてリサーチ、ディスカッション、
ロールプレイなどをしながら、理解を深めていきます。
夏の来日受入活動や国際キャンプのカウンセラーと
しての実体験を通して、リーダーシップに対する意識
をさらに高めていきます。11月から１月のオンライン
のシアトル特別研修では、世界の先端企業が育つ
背景や自然と共生する人々について学んでいます。

リーダーズトレーニング
2020-2021

新型コロナウィルス感染の状況をふまえ、2021年度の夏休みホームステイ
交流に関しては、現在受入責任機関と協議中です。実施が決定しましたら、
改めてお知らせいたします。（実施の有無に関しては3月ごろ決定いたします）

夏休みホームステイ

 
東京本部 

 

特定非営利活動法人ユートレック
ユートレック国際交流センター

お問い合わせ先 http://www.utrek.org/

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-23-1 ニューステートメナー1130
TEL：03-3370-5335  FAX：03-3370-5365  E-mail：info@utrek.org  　



中学生のレベルで今、日本や世界で起きていることを取り上げ、理解し、自分の考えを発信
できる力を身につけることを目標に、ディスカッションなどを通してリーダーに必要な素質と
は何か、海外の同年代の人たちがしているボランティアから学べること、などを考えていき
ます。これまでに、海外の人たちとつないで実際のハロウィンの様子を見せてもらったり、また
失敗をした時、それを今後どう生かしていくのかアメリカ人の考え方を聞いたりしました。
参加している中学生たちは、グローバル社会に欠かせない多様性に対する理解や異なる
文化を受入れる柔軟性を学んでいます。試験のように、正解、不正解で決めるのではなく、
ある物事に対して自分はどう思うのか、他の人たちの異なる意見を聞き、自分のアイデアを
シェアするトレーニングを行っています。

リーダーシップトレーニング
Leadership Training Program

初のオンラインホームステイ交流
2020 Summer Online Homestay Exchange

アメリカへ渡航ができなかったこの夏は、ホームステイ体験をオンラインで行いました。
長年の交流州であるユタ州のファミリーたちと日本の小４から高２までの参加者たちが、お互いの日常生活や家の
中の様子、住んでいる地域を写真や動画、時にはライブ中継で紹介しあいました。また、いつもはアメリカ現地の
キャンプで行うJapan Time（日本の伝統文化や遊びを披露する会）も行い、楽器や習字、そろばん、ソーラン節
などを見せてあげました。日本の参加者にとってはドキドキの初回でしたが、毎回ファミリーたちが楽しみにスク
リーン上で待っていてくれ、自然に笑顔になりました。最終回は、「日本のみなさんがいない夏は夏じゃないよ。
来年は来てくれる？」とホストファミリーの子供の一人が聞いてくれ、オンラインでも心の通った交流ができました。
「海外は諦めていたけど、この機会があり、私の夏の大きな思い出の一つになった」と参加者は感想を残しています。
保護者の方も「（以前にユタにホームステイした娘から）聞いていた通り、ファミリーたちは心温かい方ばかりで、
それを親の私が実感できた事が一番の収穫です。娘が口にした”恋しい“という言葉に納得です」と言っています。
これからも、オンラインでもいい交流を続けていきます。

日本や世界で起きていることに目を向け、幅広い視野で物事を
考えていくリーダーシップトレーニング。各地の中学生から大学
生までが集まり、ボランティア精神、自然環境や偏見、教育など
をテーマにリサーチやディスカッションを行っています。
毎年春休みに行うリーダーシップキャンプを目前に、今年度は
ミーティングそのものをオンラインに切り替えましたが、豊かな
発想から生まれる若いアイデアでオンラインの良さを活かしました。
参加者たちは関東から関西、さらには沖縄から集まっています。
またアメリカからも特別ゲストを迎え、多様性について話を聞い
たり、考え方や価値観を学んだりしています。どんな状況でも、
前向きに捉え楽しめる素晴らしいエネルギーが集まっています。

高校３年生の宮崎碧人くんは昨年度からの
カナダ高校留学を継続するため、９月下旬に
旅立ちました。
世界の多くの国が行っているように、カナダの
公立高校もオンライン授業を取り入れ、生徒
たちの健康と安全を守るため、州政府のガイド
ラインに従って学校教育を行っています。
碧人くんの留学先は、バンクーバーから内陸に
約１時間のフライトで到着する町、ペンティク
トン。季節ごとにアウトドアが楽しめる自然豊
かな生活環境で、ホストファミリーや地元高校
生、また他国からの留学生たちと送る生活は
貴重な経験の連続です。碧人くんは受入家庭
や友達とサイクリングやスキーを楽しんでい
ます。「カナダの人々は誰に対しても敬意を持
って接していて、誰かと比べることはせず、
個々が異なることは当然のこと、その違いを
互いに尊重し合っていることを学んだ」と碧人
くんは言います。
カナダは卒業を視野に入れた複数年の高校
留学が可能です。人生の中でたった３年間しか
ない高校時代の留学に、多くの日本の高校生
たちがチャレンジすることを願っています。
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FRIENDbees ‒ 
Where we all connectとは？
New Online Programs
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高校留学
～カナダから～
High School Life in Canada

OBで発展途上国の貧困削減と
改変農業の研究と導入に尽くし
ている早稲田大学准教授（開発
経済、環境経済）の高橋遼さんを
迎えたミーティング

小学生プログラム
『FRIENDbees Elementary』 

中学生プログラム
『FRIENDbees Middle School』

小学校3～6年生を対象に、自己肯定感・プレゼンテーション能力・問題解決能力
を身につけ、地球規模で物事を考える未来のリーダーの育成を目指します。 始め
は緊張気味の子供たちも回を追うごとに生き生きとした表情になり、たくさんの
意見を出し合い、発表に挑戦できるようになります。そして異文化交流では、全員
で力を合わせて英語で発表をし、文化の異なるファミリーからたくさんの発見を
見つけます。
第1回プログラムを受講した小学生たちは、「チームで話し合いをしながら決めて
いく事が楽しかった」「アメリカの田舎の生活を知って驚くことが多かった」「実際に
外国の人と話すことができて嬉しかった」など、オンラインならではの内容を存分
に楽しみ、保護者の方からも「コンピューター操作に慣れた」「自主的に発言する
事の喜びに気付けた」「積極性が増した」など、成長を実感されたコメントを頂き
ました。

地域を超えて皆が集まり、リーダーシップとソーシャルスキルを学び、
そして、海外のファミリーとの交流をバーチャルで体験するオンライン
プログラム。小さなミツバチたちが一つの場所に集まり、国内外に
友達を増やし、お互いに相手を尊重しながらアイデアや考えをシェア
する場所、それがFRIENDbeesです。
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で力を合わせて英語で発表をし、文化の異なるファミリーからたくさんの発見を
見つけます。
第1回プログラムを受講した小学生たちは、「チームで話し合いをしながら決めて
いく事が楽しかった」「アメリカの田舎の生活を知って驚くことが多かった」「実際に
外国の人と話すことができて嬉しかった」など、オンラインならではの内容を存分
に楽しみ、保護者の方からも「コンピューター操作に慣れた」「自主的に発言する
事の喜びに気付けた」「積極性が増した」など、成長を実感されたコメントを頂き
ました。

地域を超えて皆が集まり、リーダーシップとソーシャルスキルを学び、
そして、海外のファミリーとの交流をバーチャルで体験するオンライン
プログラム。小さなミツバチたちが一つの場所に集まり、国内外に
友達を増やし、お互いに相手を尊重しながらアイデアや考えをシェア
する場所、それがFRIENDbeesです。
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所変われば品変わる
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So many countries, so many customs

 

マスクをする習慣がなかったアメリカの人達
も、コロナ感染拡大でマスクをつけ始めて
います。世界中からやって来た人達が住んで
いるニューヨーク郊外の住宅地では、早くから
対策が取られ、お店に入る時もマスク着用が
義務づけられています。日本ではマスクと言え
ば白が圧倒的に多いのですが、アメリカでは、
白は医療従事者のイメージがあり、使い捨て
の物を除いてつける人は少ないようです。黒は
ベイシックの色として受け入れられていますが、
「正式」と言う印象もあり、レストランやホテル、
飛行機の客室乗務員など、お客さんに応対
する仕事でよく使われています。菅首相が白
いマスク、バイデン新大統領が黒いマスクを
つけているのが象徴的です。自分の好みに合
わせて、デニムや可愛いプリント柄のマスクも
多く、結構カラフルとか。注意深く観察すると、
その人がどのような文化的背景を持ち、どこ
から来たのか傾向が分かるそうです。所変わ
れば品変わる、ということでしょうか。

の主要科目と同様にできるだけ早い年代に
始めるべきとの結論に達しました。そしてこの
夏から小学生・中学生を対象に、オンライン
の国際教育・交流とリーダーシップトレーニ
ングをスタートいたしました。共通語として
の英語を磨き、世界に視点を持ち、自分の考
えをきちんと伝える力を養うことをめざして
います。海の向こうの人々とのコミュニケー
ションを取ることの楽しさと、未知の世界の
扉が開いて行く喜びを味わいながら、明るい
未来を築くリーダーへのステップになること
を願っております。

特定非営利活動法人ユートレック
理事長　宮崎哲人

今コロナ禍にいる私達は、
100年に一度の経験をし
ています。ライフスタイル
が変わり、新しい価値観
が創造されると言われて
います。ここで重要なことは、みなさんは島国
日本に閉じこもるのではなく、より一層海外
に目を向けて、自分達が知らない世界のこと、
人々の考え方を学んでほしいと思います。
もちろん今は国境を越えて自由な移動は
出来ませんが、人間の英知によってインター
ネットが発達して、世界中の人達とつながる
ことが出来るようになりました。

私達は30年以上、青少年の国際交流を進め
ると同時に、地球規模で物事を考えることが
出来る未来のリーダーを育てるためのリー
ダーシップトレーニングを、主に高校生、大
学生を対象に行ってまいりました。しかしこれ
までの経験から、これらの国際教育は、学校

ユートレックでは年間を通して、さまざまなプログラムを行っています。
詳しい資料をご希望の方は、メールまたはお電話でお問い合わせ
ください。ホームページからも資料請求ができます。

アメリカ・カナダ高校留学
参加者募集中

春や夏のホームステイを体験した人たちが、
国際人をめざして、さらにステップアップでき
る1年間の高校留学プログラムです。優しい
ホストファミリーのもとで現地の高校に通い、
勉強やスポーツを通して、充実した高校生活
を送ります。語学力の向上のみならず、将来の
選択肢が格段に広がる効果が期待できます。
アメリカ国務省からは、交換留学査証（J-1
ビザ）が発給されると共に、公的機関から厳
しい運営基準を満たす優良高校留学制度と
して認められています。カナダでは各教育員
会を通して留学許可証が発行されます。卒
業を視野に複数年の留学が可能です。

01ユートレックからのお知らせ
Information

ワシントン州のキャンプにて

お揃いのマスクを付けた店員さん、
ニューヨーク郊外で

編集責任者 ： 莵原朋美　髙松敬子　小川知子　和田直子

ユートレックでは、18歳以上、All 
generation（全ての年代）の方々の
ために、様々な海外プログラムで
お手伝いをしています。例えば、大学
での語学留学（３ヶ月以上）なら、ワ
シントン州ベルビュー市のカレッジは、
素晴らしい環境と内容です。付近に
マイクロソフト、スターバックス・
コーヒー、アマゾンなど世界をリード
するビジネスが育ち、新しい文化の
発信地として、注目されています。
みなさんの夢を実現するために応
援いたします。

海外のこと
何でもご相談ください

ユートレックでは、地球規模で物事を考える未来の
リーダーを育てるために、中学2年生以上を対象と
したリーダーズトレーニングを東京と中部で行って
います。日本のリーダーシップが盛んに問われる今、
学校教育を越えた世の中に関する学習が重要です。
このプログラムでは地球の自然環境や日本または世界
が直面する問題についてリサーチ、ディスカッション、
ロールプレイなどをしながら、理解を深めていきます。
夏の来日受入活動や国際キャンプのカウンセラーと
しての実体験を通して、リーダーシップに対する意識
をさらに高めていきます。11月から１月のオンライン
のシアトル特別研修では、世界の先端企業が育つ
背景や自然と共生する人々について学んでいます。

リーダーズトレーニング
2020-2021

新型コロナウィルス感染の状況をふまえ、2021年度の夏休みホームステイ
交流に関しては、現在受入責任機関と協議中です。実施が決定しましたら、
改めてお知らせいたします。（実施の有無に関しては3月ごろ決定いたします）

夏休みホームステイ

 
東京本部 

 

特定非営利活動法人ユートレック
ユートレック国際交流センター

お問い合わせ先 http://www.utrek.org/

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-23-1 ニューステートメナー1130
TEL：03-3370-5335  FAX：03-3370-5365  E-mail：info@utrek.org  　
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